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要旨：筑波技術短期大学は，視覚障害者および聴覚障害者の高等教育機関としてわが国で初めて設立され

た国立の３年制大学である。われわれは，障害者である本学学生の精神面の健康状態を把握するために，１９

９２年度から，全学生に，大学生健康調査（UNIVERSITYPERSONALITYINVENTORY､通称ＵＰＩ）を実

施し，その結果をもとにして視・聴覚障害学生の精神医学的諸問題を系統的に研究してきた。まず，第１報と

して，昨年の本誌で，聴覚障害学生の精神医学的諸問題を中心に検討を加えた。その結果，聴覚障害学生は正

常対照群よりもＵＰＩ得点の平均値が有意に低く，精神的な健康度が高いという所見が得られた。

今回は１９９４年度入学の本学学生についてのＵＰＩ得点の比較・検討と各設問項目の分析を試みた。その

結果，①視覚障害学生群のＵＰＩ得点の平均値は，正常対照群に比べて低い傾向にはあるが有意差はなかった

のに比べ，聴覚障害学生群のそれは，正常対照群よりも有意に低かった。②視覚障害学生群と聴覚障害学生群

を合わせた群は，正常対照群よりもＵＰＩ得点は有意に低かった。③視覚障害学生群は正常対照群と同様に，

複数個のネガティブな項目で５０％以上の肯定率を示した。一方，聴覚障害学生群では第５０問「とくに他人

に好かれる」で，５０％以上の肯定率を示した。

以上の結果について考察してみると，視覚障害学生群と聴覚障害学生群とを合わせた群で，正常対照群より

もＵＰＩ得点が低かったことについては，ＵＰＩ得点が低かった聴覚障害学生群に起因しているものと考えら

れた。視覚障害学生群で，ＵＰＩ得点の平均値が，正常対照群の平均値に比べて低い傾向にはあるが有意差は

なく，正常対照群と同様に複数個のネガティブな項目で５０％以上の肯定率を示したことについては，この群

では総合的な精神的健康度が，正常対照群と大差がなく似通っており，正常対照群と同様に種々の心の悩みが

あり，その内容は抑うつ・不安の範嶬に入る項目が多く，それらがこのＵＰＩ上に反映きれたものではないか

と考えられた。また聴覚障害学生群では総合的な精神的健康度が高く，ＵＰＩ上では，「とくに他人に好かれ

る」という項目においてのみ高い肯定率として表れたのではないかと思われた。このように視覚障害学生群，

聴覚障害学生群，正常対照群という集団としての３者の位置関係をみてみると，聴覚障害学生群のみはやや異

質で，視覚障害学生群は正常対照群に，より近い関係にあるのではないかと思われた。

キーワード：ＵＰＩ，視覚障害，聴覚障害，抑うつ・不安

１．はじめに

筑波技術短期大学は，視覚障害者および聴覚障害者の

高等教育機関としてわが国で初めて設立された国立の３

年制大学である。視・聴覚障害者の心の問題については，

これまで，教育や心理の立場からいろいろな研究がなさ

れてきたが'･ａ'･ｌＬＩａＭ－ｌ７１，精神医学領域での系統

的な研究は，筆者らが知る限りまだ見当たらない。われ

われは，１９９２年度から全学生に大学生健康調査

（UNIVERSITYPERSONALITYINVENTORY､通称Ｕ

ＰＩ）２１を実施し，その結果をもとにして視・聴覚障害

学生の精神医学的諸問題を系統的に研究してきた。３－５）

まず，第１報として，昨年の本誌で，聴覚障害学生の

精神医学的諸問題を中心に検討を加えた。その結果，聴

覚障害学生群は正常対照群よりもＵＰＩ得点の平均値が

有意に低く，精神的な健康度が高いという所見が得られ

た。

今回は１９９４年度入学の本学学生についてのＵＰＩ

得点の比較・検討と各設問項目の分析を行い，その結果
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について，視覚障害学生の精神医学的諸問題という観点

から検討を加えてみたい。 (正常対照群）

１９９４年度筑波大学入学生のうちから１８歳男子３

７人，１８歳女子２３人，１９歳男子６人，１９歳女子

２人の合計６８人を無作為に選んだ。

２．対象と方法

筑波技術短期大学の視覚障害関係学科は鍼灸学科，理

学療法学科，情報処理学科の３学科からなり，３学科合

計の入学定員は４０人となっている。聴覚障害関係学科

はデザイン学科，機械工学科，建築工学科，電子`情報学

科の４学科からなり，４学科合計の入学定員は５０人で

ある（表１）。

（２）方法

ＵＰＩは，約２０年前に考案された大学生の健康面を

チェックする，質問形式のテストである7,10ｊ３１．テス

トは質問用紙と解答用紙の２枚からなっている。健康質

問表（図ｌ）と題する質問用紙は，ｌから６０までの番

号を付した６０個の簡単な設問が記載されている。例え

ば，第１問は「食欲がない｣，第10問は「人に会いた

くない｣，第２５問は「死にたくなる｣，第２６問は「何

事も生き生きと感じられない｣，第６０問は「気持ちが

傷つけられやすい」といった内容である。

今回は統計学的検討の対象にはしなかったが，本学で

はＵＰＩにおける通常の６０個の設問項目に加えて独自

の５項目を追加しているほか，相談希望の有無について

も答えてもらうことにしており，「有り」と答えた場合

は，相談希望の項目を選択してもらい，それについての

（１）対象（表２）

今回の報告の対象になった学生は，１９９４年度入学

生である。ＵＰＩ実施にあたっては新入生オリエンテー

ション時にＵＰＩの意義を十分に説明し，全員の同意を

得たうえで施行した。

（視覚障害学生群）

視覚障害学生は，３０人のうち２０歳以上の学生を除

いた１８歳男子７人，１８歳女子１１人，１９歳男子３

人，１９歳女子１人の合計２２人を選んだ。

表２対照群（聴覚障害学生群）

聴覚障害学生は，５１人のうち２０歳以上の学生を除

いた１８歳男子３０人，１８歳女子１２人，１９歳男子

３人，１９歳女子１人の合計４６人を選んだ。

表１各学科入学定員

７人１１人１８

３人１人

筑波技術短期大学

《視覚障害関係学科の名称入学定員》
３０人１２人

３人１人２０人

１０人

１０人

鍼灸学科

理学療法学科

'情報処理学科

４０人合計 祷官瞳＝

３７人２３人６Ｃ

６人２人；

３蔵

《聴覚障害関係学科の名称入学定員》

人
人
人
人

０
０
０
０

１
１
１
２

デザイン学科

機械工学科

建築工学科

電子情報学科

３７人２３人６〔

６人２人：

３扇

５０人 ５８合計
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健康質問表

筑波技術短期大学保健管理センター

学科氏名

４６．体がだるい

４７．気にすると冷汗が出やすい

４８．めまいや立ちくらみがする

４９．気を失ったり、ひきつけたりする

５０．とくに他人に好かれる

５１．こだわりすぎる

５２．くり返したしかめないと苦しい

５３．汚れが気になって困る

５４．つまらぬ考えがとれぬ

５５．自分のへんな匂いが気になる

５６．他人に陰口をいわれる

５７．周囲の人が気になって困る

５８．他人の視線が気になる

５９．他人に相手にされない

６０．気持が傷つけられやすい

３１．赤面して困る

３２．どもったり、声がふるえる

３３．体がほてったり、冷えたりする

３４．排尿や性器のことが気になる

３５．気分が明るい

３６．なんとなく不安である

３７．独りでいると不安である

３８．ものごとに自信がもてない

３９．何事もためらいがちである

４０．他人にわるくとられやすい

４１．他人が信じられない

４２．気をまわしすぎる

４３．つきあいが嫌いである

４４．ひけ目を感じる

４５．とりこし苦労をする

１６．不眠がちである

１７．頭痛がする

１８．頸すじや肩がこる

１９．胸がいたんだり、しめつけられる

２０．いつも活動的である

２１．気が小さすぎる

２２．気疲れする

２３．いらいらする

２４．おこりっぽい

２５．死にたくなる

２６．何事も生き生きと感じられない

２７．記憶力が低下している

２８．根気が続かない

２９．決断力がない

３０．人に頼りすぎる

１．食欲がない

２．吐気、胸やけ、腹痛がある

３．わけもなく便秘や下痢をしやすい

４．動悸や脈が気になる

５．いつも体の調子がよい

６．不平や不満が多い

７．親が期待しすぎる

８．自分の過去や家庭は不幸である

9．将来のことを心配しすぎる

１０．人に会いたくない

１１．自分が自分でない感じがする。

１２．やる気が出てこない

１３．悲観的になる

１４．考えがまとまらない

１５．気分に波がありすぎる

（聴覚障害関係学科）

６１．今までに休学したことがある

６２．心の悩みで病院に行ったことがある

６３．聴力が低下した、聴力が変動する

６４．聴力障害のことが非常に気になる

６５．聴力障害の為に、生きていく張りあ

いがなくなってしまうことがある

(視覚障害関係学科）

６１．今までに休学したことがある

６２．心の悩みで病院に行ったことがある

６３．眼が痛くなったり、見えにくくなっ

たような気がする

６４．眼の病気のことが心配になる

６５．眼の病気の為に、生きていく張りあ

いがなくなってしまうことがある

(相談希望）なし．あり

１，身体の健康

２，こころの健康

３，限の病気，耳の病気

４，学業

５，家族のこと

６，友人のこと

７，将来のこと

８，その他

図１健康質問表

面接を実施している。

次に実際の解答例（図２）を示す。自分の心身の状態

が各設問にあてはまれば，解答用紙の同一番号のついた

○を黒く塗りつぶし，当てはまらなければ×と書く簡単

なものであり，通常では１５分以内に終了する。各設問

項目で，黒丸は１点，×は０点として１番目の設問から

６０番目の設問までの合計点をＵＰＩ得点とした。ＵＰ

Ｉ得点が低いほど精神的な健康度が高いことを示す。

ただし，第５間「いつも体の調子がよい｣，第２０問

「いつも活動的である｣，第３５問「気分が明るい｣，第

５０問「とくに他人に好かれる」の４項目については，

逆に●をｏ点，×を1点とした。

この解答例では，３番，１２番，１５番，２２番，２

３番，２６番，２８番，３６番，４２番，６１番の合計

１０個の設問に対し○が黒く塗りつぶされている。この

例では６１番をのぞいた９個の●とＬＩＥＳＣＡＬＥに該当

する４項目の×を数え，ＵＰＩ得点は13点となる。

また本学では，視覚障害学生のうち全盲者や高度の視

力障害者に対しては点字版も用意されている。

各学生の合計点をもとに統計学的処理をおこない，

各障害学生群と正常対照群の間の平均値における有意差

⑧
⑭
●
②
⑧
⑭
⑭
⑭
②
②
②
●
⑭
②
●

⑭
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⑭
⑭
②
⑭
●
●
⑭
②
●
⑭
●
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⑭
⑭
②
⑭
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⑭
⑭
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●
⑭
⑧
⑭

⑭
②
⑭
⑭
②
②
⑭
⑭
⑭
②
②
⑭
⑭
⑭
②

●
②
⑭
⑧
⑭

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６

１
２
３
４
５

６
６
６
６
６

図２実際の回答例
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均値の間には有意差があった。

１９９３年度入学生について同じ方法で検討してみる

と（表４），やはり視覚障害学生群のＵＰＩ得点の平均

値は，正常対照群の平均値に比べて低い傾向にはあるが

有意差はなく，一方で聴覚障害学生群のほうは，正常対

照群に比べて有意に低かったという結果が得られている。

の検定をおこなった。検定にはt-検定，Cochran-Coxの

検定,Welchの検定，分散分析を用いた。

また今回は昨年と違って，１番から６０番までの各設

問項目別に，「はい」と答えた人数の割合，すなわち肯

定率を検討した。

３．結果

（１）視覚障害学生群と正常対象群との比較，ならびに

聴覚障害学生群と正常対象群との比較（表３）

（２）視覚障害学生群と聴覚障害学生群との比較（表５）

視覚障害学生群と聴覚障害学生群との間でＵＰＩ得点

を比較してみると，視覚障害学生群のＵＰＩ得点の平均

値は１６．６４，聴覚障害学生群のそれは１１．６３で

視覚障害学生群の方が危険率００５で有意に高いと言

う結果が得られた。

１９９３年度の結果においても，視覚障害学生群のＵ

ＰＩ得点の平均値が聴覚障害学生群よりも高い傾向がみ

られたが，有意差はなかった。

まず，視覚障害学生群と正常対象群との比較では，視

覚障害学生群のＵＰＩ得点の平均値は16.64,正常対照

群の平均値は18.53で視覚障害学生群の方が低かったが，

これらの平均値の間には有意差は認められなかった。一

方，聴覚障害学生群のＵＰＩ得点の平均値は11.63であ

り，正常対照群よりも低く，危険率0.001でこれらの平

表５ＵＰＩ得点１９９４年度入学生表３ＵＰＩ得点１９９４年度入学生

１６．６４D－ｂＬ

Ｐ＜0．０５

１９９３年度入学生

Ｎ、Ｓ、

１２．７７

ｎ
Ｊ

Ｎ、Ｓ、Ｐ＜0.001

表６ＵＰＩ得点１９９４年度入学生表４ＵＰＩ得点１９９３年度入学生

Ｐ＜0．０１

１９９３年度入学生

Ｎ、Ｓ、

I薦巨． 牛碁

’【

Ｐ＜0．０５Ｐ＜０．０５
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表７肯定率が５０％以上の設問項目１９９４年度

【視覚障害学生群】

設問２２気疲れする

設問２９決断力がない

設問３６何となく不安である

設問３９何事もためらいがちである

設問５２くり返したしかめないと苦しい

【正常対照群】

設問１２やる気が出てこない

設問1５気分に波がありすぎる

設問１８頚すじや肩がこる

設問２８根気が続かない

設問２９決断力がない

＊設問３５気分が明るい

設問３６何となく不安である

設問５８他人の視線が気になる
【聴覚障害学生群】

＊設問５０とくに他人に好かれる

＊は，ＬＩＥＳＣＡＬＥ、すなわち、 ポジティブな面を聞く設問項目をあらわす。

た。

また聴覚障害学生群については総合的な精神的健康度

が高く，ＵＰＩ上には，「とくに他人に好かれる」とい

う項目においてのみ高い肯定率として反映されたもので

はないかと思われた。ただこの結果については，聴覚障

害者は一般に言語の意味概念の獲得が完全ではないこと

が指摘きれており６１，「とくに他人に好かれる」という

言葉の意味がどこまで正しく理解できたのか考慮しなけ

ればならず，見かけ上の精神的健康度の高さという可能

`性も否定できないだろう。

以上，視覚障害学生群，聴覚障害学生群，正常対照群

という集団としての３者の位置関係を，ＵＰＩというひ

とつの観点からみてみると，聴覚障害学生群のみはやや

異質で，視覚障害学生群は正常対照群に，より近い関係

にあるのではないかと思われた。

今後は，視覚障害学生群と正常対照群，聴覚障害学生

群と正常対照群とのより詳細な比較・検討を試みていき

たいと考えている。

（３）視・聴覚障害学生群と対照群との比較（表６）

視覚障害学生群と聴覚障害学生群とを合わせて，正常

対照群と比較してみると，１９９４年度，１９９３年度

の両年とも視覚障害学生群，聴覚障害学生群を合わせた

群の方が正常対照群よりも，ＵＰＩ得点の平均値は有意

に低いという結果が得られた。

（４）各設問項目の肯定率（表７）

１番から６０番までの各設問項目別に５０％以上の肯

定率，つまりその群の半数以上の学生が「はい」と答え

た項目を，各学生群別にみると，視覚障害学生群では５

項目，聴覚障害学生群では１項目，正常対照群では８項

目であった。

視覚障害学生群と正常対照群で共通してみられる項目

は，第２９問「決断力がない｣，第３６問「何となく不

安である」であった。一方，聴覚障害学生群ではネガティ

ブな設問項目はなく，第５０問「とくに他人に好かれる」

という，ＬＩＥＳＣＡＬＥに該当する１項目だけであっ

た。 ５．まとめ

（１）１９９４年度の筑波技術短期大学入学生のＵＰＩ

得点を，正常対照群である同年度筑波大学入学生

と比較検討した。

４．考察

まず，視覚障害学生群と聴覚障害学生群とを合わせた

群で，正常対照群よりもＵＰＩ得点が低かったことにつ

いては，ＵＰＩ得点が低かった聴覚障害学生群に起因し

ているものと考えられる。

一方，視覚障害学生群はＵＰＩ得点の平均値が，正常

対照群の平均値に比べて低い傾向にはあるが有意差はな

く，正常対照群と同様に複数個のネガティブな項目で

５０％以上の肯定率を示したことについて考えてみると，

視覚障害学生群では総合的な精神的健康度という点にお

いて，正常対照群と大差がなく似通っており，正常対照

群と同様に，種々の心の悩みがあり，その内容は抑うつ

・不安の範囑に入る項目が多いように思われた。それら

がこのＵＰＩ上に反映されたものではないかと考えられ

（２）その結果，

①視覚障害学生群のＵＰＩ得点の平均値は，正常

対照群に比べて低い傾向にはあるが有意差はな

く，一方，聴覚障害学生群の方は，正常対照群

に比べて有意に低かった。

②視覚障害学生群と聴覚障害学生群を合わせた群

は，正常対照群よりもＵＰＩ得点は有意に低かっ

た。

③視覚障害学生群は正常対照群と同様に，複数個

のネガティブな項目で５０％以上の肯定率を示

した。一方，聴覚障害学生群では設問５０（と
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〈に他人に好かれる）で，５０％以上の肯定率

を示した。

（３）聴覚障害学生群では，総合的な精神的健康度が

高かったのに比べ，視覚障害学生群では，抑うつ

・不安の範鴫に入る設問で，これを肯定する者が

多く，これは正常対照群と類似の傾向を示すよう

に思われた。
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